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年
に
一
度
の
巡
り
合
わ
せ

郷
土
と
人
、
荒
神
様
の
物
語

　
「
地
域
の
絆
を
再
確
認
で
き
る
」。

参
加
者
が
そ
う
話
す
の
は
菊
陽
町
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
お
法
使
祭
。
津
森
神
宮
の
神
事
の

一
つ
で
菊
陽
町
と
益
城
町
、
西
原
村

の
12
地
区
が
１
年
ご
と
に
持
ち
回
り
、

６
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る
。
当

番
の
地
区
は
「
お
仮
屋
」
を
建
て
て

１
年
間
ご
神
体
を
安
置
し
、
翌
年
、

次
の
地
区
へ
受
け
渡
す
。

　
こ
と
し
は
10
月
31
日
、
馬
場
楠
区

か
ら
曲
手
区
へ
ご
神
体
を
乗
せ
た
み

こ
し
が
受
け
渡
さ
れ
た
。
こ
の
祭
り

は
ご
神
体
を
み
こ
し
に
安
置
し
、
受

け
渡
す
ま
で
の
間
、
田
畑
に
転
が
し

て
扱
う
珍
し
い
祭
り
で
、
こ
と
し
は

馬
場
楠
区
だ
け
に
受
け
継
が
れ
る
馬

場
楠
の
獅
子
舞
も
奉
納
さ
れ
た
。

　
世
代
で
笛
や
太
鼓
、
楽
、
踊
り
、

担
ぎ
手
と
役
割
が
変
わ
る
お
法
使
祭
。

12
年
に
一
度
の
祭
は
世
代
や
地
域
の

絆
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

あ
ふ
れ
さ
せ
た
。

文
化
の
町
・
菊
陽

感
動
風
景

豊
か
な
心
、
伝
わ
る
熱
気
。

豊
か
な
自
然
と
都
市
、
文
化
、

芸
術
が
共
存
す
る
菊
陽
町
。

何
気
な
い
町
の
風
景
も
、

人
が
集
い
触
れ
合
う
こ
と
で

ま
た
別
の
姿
を
見
せ
る
。

共
通
す
る
の
は
、
人
々
の
熱
気
と

豊
か
な
心
。
そ
し
て
、
誇
り
だ
。

町
を
彩
る
４
つ
の
祭
典
を

カ
メ
ラ
が
お
さ
え
た
。

６
０
０
年
の
伝
統
が
つ
む
ぐ
絆

郷
土
を
旅
す
る
「
お
法
使
祭
」

１ 大勢の観客が見守る中、
情熱を注ぎ、みこしを豪快に
落とす担ぎ手たち　２ 笛太
鼓を響かせる道楽　３ 勇壮
な馬場楠の獅子舞　４ 友と
語らい笑顔になる子どもたち
５艶やかな道踊り 4

5 2

1

3

に
ん
じ
ん
の
里
・
菊
陽
町

会
場
全
て
が
体
験
の
舞
台

　
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
が

11
月
14
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ
、
こ
と
し
は

約
３
千
人
超
が
来
場
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
に
ん
じ
ん
釣
り
大

会
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
積
み
上
げ
、
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
シ
ョ
ー
、
そ

が
み
ま
こ
＆
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
。
Ｐ
Ｒ
大
使

「
も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
の
に
ん

じ
ん
料
理
対
決
や
即
興
の
歌
作
成
、

く
ま
モ
ン
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

　
近
く
の
畑
で
は
家
族
連
れ
が
甘
い

に
ん
じ
ん
を
収
穫
。
三
船
里
香
さ
ん

は
「
初
め
て
掘
っ
た
。
新
鮮
な
に
ん

じ
ん
を
サ
ラ
ダ
に
し
て
食
べ
た
い
」

と
話
し
、
子
・
泰
誠
さ
ん
は
「
楽
し

か
っ
た
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
掘
り
た

か
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
興
味

津
々
な
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
会
場

全
て
が
体
験
の
舞
台
だ
っ
た
。

　
掘
り
出
し
物
の
バ
ザ
ー
や
お
い
し

そ
う
な
出
店
な
ど
53
の
テ
ン
ト
も
並

び
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
雰
囲
気
の
中
、

来
場
者
は
人
や
モ
ノ
、
事
と
の
触
れ

合
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

町
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
！

笑
顔
の
ふ
れ
あ
い
「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
」
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１ 野菜ジュース積み上げ　
２ 町やキャロッピーのイ
メージを聞いて作った唄を歌
うもっこすファイヤー　３く
まモン体操を踊る　４ 大き
なにんじんを掘り大喜び　
５にんじん釣り大会
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年
に
一
度
の
晴
れ
舞
台

芸
術
・
文
化
に
触
れ
た
３
日
間

　
「
良
か
っ
た
よ
ー
！
」。
大
き
な
歓

声
と
励
ま
し
の
言
葉
が
響
く
会
場
。

11
月
１
日
～
３
日
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
芸
達
者
た
ち
が
図
書
館
ホ
ー

ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

と
観
客
の
熱
い
視
線
を
浴
び
な
が
ら

堂
々
と
表
現
し
た
。
洗
練
さ
れ
た
民

舞
や
心
に
届
く
歌
声
、
手
の
先
ま
で

心
を
込
め
ら
れ
た
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ

な
ど
が
共
演
。
和
太
鼓
や
三
味
線
、

琴
の
演
奏
も
あ
り
、
う
っ
と
り
す
る

音
が
奏
で
ら
れ
て
い
た
。

　
年
に
一
度
の
晴
れ
舞
台
の
裏
に
は

一
人
一
人
の
ひ
た
む
き
な
努
力
の
積

み
重
ね
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
に

は
子
ど
も
生
け
花
や
書
道
、
絵
画
、

写
真
な
ど
も
展
示
。
来
場
者
は
一
つ

一
つ
の
思
い
を
受
け
取
る
か
の
よ
う

に
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、

募
金
箱
に
６
万
６
，
５
０
０
円
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
に
寄
附
さ
れ
た
。

▼
表
彰
者
名

◦
永
年
在
籍
者
表
彰

　
日
舞　
　
吉
村　
マ
ツ
コ
さ
ん

　
吟
詠　
　
西
村　
ス
ズ
ヨ
さ
ん

　
和
太
鼓　
坂
口　
繁
幸
さ
ん

一
人
一
人
が
キ
ラ
リ
輝
く
主
役

心
揺
さ
ぶ
る
「
菊
陽
町
文
化
祭
」

１２扇子を効果的に使った
優雅でしなやかな舞　３ 心
一つに華麗に踊るバレエ　
４ パワフルな歌声で元気と
感動を届ける　５ 渾身の作
品が並ぶ　６ 豊かな情感を
三味線に込める 5

6

2

4

3

思
い
を
カ
タ
チ
に

後
世
に
伝
え
た
い
地
域
の
宝

　
４
０
０
年
以
上
前
の
加
藤
清
正
公

時
代
に
つ
く
ら
れ
た
鼻
ぐ
り
井
手
。

現
在
も
１
７
６
㌶
の
田
畑
を
潤
す
農

業
用
水
路
・
馬
場
楠
井
手
の
一
部
で
、

水
が
渦
を
巻
き
な
が
ら
下
っ
て
い
る
。

　
こ
の
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
第
７
回
鼻
ぐ
り

井
手
祭
が
11
月
８
日
、
鼻
ぐ
り
井
手

公
園
で
行
わ
れ
た
。
鼻
ぐ
り
井
手
公

園
開
園
式
も
開
催
さ
れ
、
武
蔵
剣
豪

太
鼓
の
演
奏
や
熊
本
城
お
も
て
な
し

武
将
隊
の
演
舞
も
披
露
。
菊
陽
鉄
砲

隊
演
武
や
吉
村
豊
雄
熊
本
大
学
名
誉

教
授
に
よ
る
講
演
、
ク
イ
ズ
、
白
菊

園
児
の
踊
り
な
ど
も
あ
り
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　
公
園
で
は
南
小
３
～
６
年
生
が
来

場
者
に
鼻
ぐ
り
井
手
が
つ
く
ら
れ
た

経
緯
や
役
割
を
ガ
イ
ド
。
さ
ら
に
、

祖
先
の
思
い
な
ど
を
歌
や
演
技
、
楽

器
演
奏
な
ど
寸
劇
で
も
表
現
し
た
。

　
児
童
は
「
井
手
作
り
に
励
ん
だ
祖

先
や
、
井
手
を
守
り
ガ
イ
ド
と
し
て

伝
え
る
地
域
の
人
の
思
い
は
町
の
宝
。

私
た
ち
も
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
い
、

友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
」
と

力
を
込
め
た
。

1

１ オープンした鼻ぐり井手
公園に大はしゃぎ　２ おも
てなし武将隊　３「鼻ぐり井
手渦巻太鼓」初披露　４堂々
とガイド　５ 熊本弁で寸劇
する南小児童　６ 笑顔咲か
せたひょっとこ踊り 3

2

4

5

1

今
も
生
き
続
け
る
後
世
へ
の
思
い

過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」

6
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